





































































































その一方，小山は , 出品作家の中でも , 石黒
宗麿や荒川豊蔵のように , 過去に失われた東
洋陶磁器の作陶技術の復興，あるいは再現を
試みていた陶芸家を個人的に支援していた。
その頃から小山は無形文化財保護制度設立に
深く関わっており，後の1955年に石黒と荒川
が人間国宝の指定を受けたのは小山の影響が
大きかったと言われている。彼らの人間国宝
選定を通して，小山は現代日本陶芸の「伝
統」のひとつの基準を古陶磁器の技術的な復
古主義と定め，文化的ナショナリズムの制度
上の枠組みを作ったと考えることもできる。
　1950年にパリで「現代日本陶芸展」を訪れ
ていた高田は，当時フランスでも話題になっ
ていたピカソの陶器を意識しながら，日本の
展示作品の中に小山が日本陶芸に託したナ
ショナリズム的な方向性を見抜いていた。高
田にとって，陶芸において最も重要な条件は
生き生きとした自由な感覚の表出であって，
それはピカソのセラミック・アートと小山が
敬愛する中国の古陶磁器に共通してみられる
とした。しかし，その古陶器の技術を復元し
たり，洗練された技巧を売り物にしている日
本陶芸作品の多くには一定の型にはまった堅
苦しさがあるとして，これらの作品の選出者
である小山を高田は批判したのであった。
ピカソ論争の結末と「国際化」に向けて
　高田の批判は10年あまり後の「現代国際陶
芸展」の開催時まで，小山の中で問題意識を
提示し続け，陶芸のナショナリストから「国
際派」へと視野を広げていったきっかけに
なったのではないかと発表者は推測する。こ
の間，小山は海外の国際陶芸展に展示する日
本の作品選考者としての経験を経て，1964年
には当展覧会のために17カ国を訪れ，ピー
ター・ヴォーカス等，最先端の前衛セラミッ
ク・アーチストを含む，海外作家による約
100点のほとんどを一人で選出し，日本の陶
芸の優位性について懐疑的な見解を発表した。
　高田の小山批判をピカソ論争の一環として
捉えると，日本におけるピカソの陶芸の受容
は，陶芸界を超えて様々な立場から陶芸に関
心を持つ人々が，戦後の民主化のもと，陶芸
をめぐる相反する価値観を自由にぶつけあっ
て活発に議論するきっかけとなっていたこと
が見えてくる。このような論争を経て，1960
年代半ばに陶芸の国際化を強く推進する方向
付けが可能となり，その舵取りに参加した小
山の意志は，ようやく国内で現代陶芸の評論
が活発化する次世代の陶芸文化に受け継がれ
ていくことになる。
89
